
滋賀県議会だより⑴　第 76 号 平成27年（2015年）3月29日（日）

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策

問　

安
倍
内
閣
が
取
り
組
む
最
重
要

政
策
の
一
つ
で
あ
る
地
方
創
生
の

真
の
主
役
は
、
市
や
町
で
す
。
市
町
で

は
今
後
、
地
方
創
生
に
か
な
り
の
時
間

や
人
材
が
割
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
規
模
の
小
さ
な
自
治
体
に
は
余
剰

人
材
は
お
ら
ず
、
大
変
厳
し
い
状
況
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
創
生
を
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
に
終

わ
ら
せ
ず
、
真
に
実
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
支
援
を
希
望
す
る
自
治

体
の
計
画
づ
く
り
に
参
加
し
た
り
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
県
が

積
極
的
に
市
町
に
対
し
て
提
案
、
支
援

を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

答　

地
方
創
生
に
関
す
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
の
担
当

職
員
が
自
由
に
議
論
で
き
る
場
と
し
て
、

「
県
・
市
町
人
口
減
少
問
題
研
究
会
」

を
設
置
し
、
全
て
の
市
町
に
参
加
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
は
、
国
の
動
向
や
各
方
面

か
ら
入
手
い
た
し
ま
し
た
情
報
を
速
や

か
に
提
供
す
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
分
析
手

法
な
ど
の
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、

市
町
の
希
望
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

研
究
会
で
は
、
近
接
す
る
市
町
間
等

に
お
け
る
取
組
に
係
る
議
論
・
調
整
の

場
と
し
て
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
小
規
模
自
治
体
へ
も
配
慮
し

な
が
ら
、
県
と
し
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

問　

本
県
の
人
口
は
、
１
９
６
０
年

代
に
増
加
に
転
じ
て
か
ら
、
一
貫

し
て
増
え
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年

10
月
１
日
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
48

年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
本
県

に
お
い
て
も
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
人
口

減
少
社
会
が
い
よ
い
よ
到
来
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
県
内
に
お
い
て
は
、
湖
南
地
域
で
は

今
後
も
し
ば
ら
く
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
湖
西
地
域
や
湖
北

地
域
な
ど
で
は
人
口
の
減
少
が
顕
著
に

な
っ
て
い
く
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
地

域
に
よ
る
条
件
の
違
い
が
今
後
の
人
口

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
も
、

地
域
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答　

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
の

度
合
い
は
、
市
町
に
よ
っ
て
も
、

ま
た
、
市
町
の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て

様
々
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
課
題
は
多

様
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
県
一
律
の
取
組
だ
け

で
は
人
口
減
少
社
会
の
課
題
へ
の
対
応

は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
や

課
題
を
調
査
分
析
し
、
実
効
性
の
あ
る

施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
検
討
を
進
め
る
県
の
総
合
戦
略

に
お
い
て
も
、
市
町
の
意
見
、
地
域
の

意
見
を
し
っ
か
り
と
聞
き
な
が
ら
、
課

題
を
丁
寧
に
分
析
し
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算

問　

新
年
度
予
算
は
、
新
た
な
基
本

構
想
の
思
い
に
沿
っ
て
取
り
組
む

初
年
度
の
予
算
で
あ
り
、
新
し
い
豊
か

さ
の
追
求
、
発
信
に
向
け
た
第
一
歩
を

踏
み
出
す
重
要
な
も
の
で
す
。

　
新
た
な
基
本
構
想
で
は
、
平
成
52
年

頃
を
展
望
し
つ
つ
、
平
成
30
年
度
ま
で

の
最
初
の
４
年
間
に
先
駆
的
・
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
そ
の
一
年
目

の
取
組
と
な
り
、
そ
の
方
向
性
や
実
施

度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
数
年
先
ま
で
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
編
成
の
新
た
な
基
本
構

想
の
重
点
テ
ー
マ
と
の
整
合
性
お
よ
び

初
年
度
と
し
て
の
充
足
度
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

新
年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
新
た
な
基
本
構
想
に
お
け

る
重
点
政
策
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
７

つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
重
点
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

予
算
上
の
特
別
枠
と
し
て
設
け
た
重
点

化
特
別
枠
の
対
象
施
策
を
選
定
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に
つ
い
て

も
、
重
点
テ
ー
マ
ご
と
に
体
系
付
け
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

新
た
な
基
本
構
想
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
平
成
27
年
度
に
向
け
て
、「
夢
や
希

望
に
満
ち
た
豊
か
さ
実
感
・
滋
賀
」
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
確
実
な
第
一
歩

と
な
る
予
算
編
成
が
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

農
業
政
策

問　

本
県
で
も
人
口
減
少
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
特
に
農
村
で

は
、
農
家
数
の
減
少
や
高
齢
化
、
混※
１

住

化
が
進
む
中
で
、
集
落
の
地
縁
関
係
が

弱
体
化
し
集
落
の
機
能
が
低
下
し
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
県
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
農
業
・
農

村
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
は
、
担
い

手
の
育
成
な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
と

違
っ
た
視
点
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

な
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

水
田
農
業
に
お
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
地
域
の
農
地
を
耕
作

す
る
担
い
手
の
確
保
や
、
そ
の
担
い
手

の
規
模
拡
大
な
ど
、
経
営
の
安
定
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
の
担
い
手
や
小
規
模
農

家
、
土
地
持
ち
非
農
家
な
ど
が
共
に
支

え
合
い
、
担
い
手
が
効
率
的
に
経
営
で

き
る
よ
う
、
一
体
と
な
っ
て
水
路
等
の

維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
活
動
の
推
進
や
、

若
い
人
や
女
性
の
農
業
の
取
組
を
地
域

で
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
特
産
物
の
育
成

な
ど
に
よ
り
、
農
村
に
新
た
な
魅
力
と

活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

22
月
定
例
会
議
に
お
け
る

月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

質
疑
・
質
問
か
ら

　滋賀県議会は、２月定例会議を２月17日から３月16日までの28日間の日程
で開きました。
　２月定例会議では、「シリアにおける邦人へのテロ行為に対する非難決議案」
をはじめとする議員提出議案７件と「平成27年度滋賀県一般会計予算」をは
じめとする知事提出議案95件が上程されました。これらを審議した結果、意
見書案５件を否決したほかは、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
なお、「退職手当支給制限処分に係る異議申立ての諮問について」は、知事の
決定案は適当と認めると答申しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審査
および調査を行いました。特に新年度予算については、委員45人で構成する

予算特別委員会が設置され、２日間にわたり質疑を行い、さらに分科会調査を
２日間実施した上で、可決しました。

●滋賀県水源森林地域保全条例案を可決
　水源森林地域の水源の涵

かん

養機能の維持および増進を図ることを目的として、
水源森林地域における土地の売買等をしようとする場合にあらかじめ届出を行
うことなどを定めた「滋賀県水源森林地域保全条例案」を可決しました。

●滋賀県薬物の濫用の防止に関する条例案を可決
　危険ドラッグをはじめとする薬物の濫用による危害の発生を防止することを
目的として、国の規制が及ばない危険ドラッグ等について県が規制する措置な
どを定めた「滋賀県薬物の濫用の防止に関する条例案」を可決しました。

2 月 定 例 会 議 の概 要

※１「混住化」… 農業集落において、農家と農家以外（土地持ち非農家および非農家）が混在して存在すること。用語解説

棚田（高島市畑）

No.76 編集・発行／滋賀県議会
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滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

  この広報紙は502,500部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は1部当たり約6円です。

議 会 か ら の お 知 ら せ

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　議会ホームページでは、本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、インターネット中継では、本会議の開始から終了までの模様をライブと録画でそ
のまま中継しています。
▶滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/
　議会の開催情報は、Twitter（ツイッター）でも発信しています。
▶滋賀県議会ツイッター　（アカウント名　@shigakengikai）

滋賀県議会議員の定数や選挙区等が変わりました

※ １「彦根市選挙区」および「犬
上郡選挙区」は「彦根市犬上郡
選挙区」に変わりました。
※ ２「近江八幡市選挙区」および
「蒲生郡選挙区」のうち竜王町
の区域は「近江八幡市竜王町選
挙区」に変わりました。
※ ３「東近江選挙区」、「蒲生郡選
挙区」のうち日野町の区域およ
び「愛知郡選挙区」は「東近江
市日野町愛荘町選挙区」に変わ
りました。

　平成26年３月に関係条例が改正され、滋賀県議会
議員の定数は44人（現行47人）となりました。
　また、新しい選挙区と選挙区別定数が、右の図の
とおり決まりました。

２月定例会議で審議した決議・意見書
議案番号 件　　　　　名 結 果
決議第１号 シリアにおける邦人へのテロ行為に対する非難決議案 可 決

意見書第１号 テロ行為に対して国民の安全確保に万全の対策等を求め
る意見書案 否 決

意見書第２号 要支援高齢者に対する介護保険サービスの継続を求める
意見書案 否 決

意見書第３号 雇用の維持・拡大と中小企業の育成・発展に資する税制
の確立を求める意見書案 否 決

意見書第４号 労働者の雇用の安定と雇用環境の改善を求める意見書案 否 決

意見書第５号
UPZ圏内における地方自治体の同意が得られない状況
の中での高浜原子力発電所３号機および４号機の再稼働
を行わないことを求める意見書案

否 決

意見書第６号 時の記念日を国民の祝日に制定することを求める意見
書案 可 決

２月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　名 結 果

（知事提出）
議第１号～
議第17号 平成27年度滋賀県一般会計予算　ほか16件 可 決

議第18号～
議第50号 滋賀県薬物の濫用の防止に関する条例案　ほか32件 可 決

議第51号～
議第59号

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖流
域下水道湖南中部浄化センター５系２/２水処理施設建
設工事）　ほか８件

可 決

議第60号～
議第61号

滋賀県基本構想の策定につき議決を求めることについて
ほか１件 可 決

議第62号～
議第63号

平成26年度滋賀県一般会計補正予算（第６号）
ほか１件 可 決

議第64号～
議第68号

滋賀県森林整備加速化・林業再生基金条例の一部を改正
する条例案　ほか４件 可 決

議第69号～
議第84号

平成26年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）
ほか15件 可 決

議第85号 滋賀県公共建築物等長寿命化等推進基金条例案 可 決
議第86号～
議第89号

契約の締結につき議決を求めることについて（野洲養護
学校教室棟増築その他工事）　ほか３件 可 決

議第90号～
議第91号

平成26年度滋賀県一般会計補正予算（第８号）
ほか１件 可 決

議第92号～
議第94号

滋賀県監査委員の選任につき同意を求めることについて
ほか２件 同 意

諮第１号 退職手当支給制限処分に係る異議申立ての諮問について 適当と
認める

産
業
振
興

問　

平
成
23
年
度
に
策
定
さ
れ
た
滋

賀
県
産
業
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
の
計

画
期
間
が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
に
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
の
が
、
世
界
に
は
ば
た
く
成
長
エ
ン

ジ
ン
と
地
域
経
済
循
環
の
絆
で
形
づ
く

る
〝
滋
賀
発
の
産
業
・
雇
用
〞
の
創
造

で
す
。

　
モ
ノ
づ
く
り
県
と
言
わ
れ
る
本
県
は
、

製
造
業
の
比
率
が
極
端
に
高
く
、
景
気

の
動
向
に
よ
り
県
内
経
済
は
少
な
か
ら

ず
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
産
業
構
成
比
率
に
つ
い
て
、
現
状

の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
る
の
か
、
本
県

の
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

本
県
の
製
造
業
は
、
国
内
外
の

需
要
に
応
え
て
生
産
活
動
を
行
い
、

県
内
に
所
得
と
雇
用
を
も
た
ら
す
「
域

外
需
要
産
業
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
県
内
で
経
済
循
環
を
促
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
県
民
の
生
活
や

県
内
の
企
業
の
事
業
活
動
に
必
要
な
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
域
内
需

要
産
業
」
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
従
来
の
産
業
構
成
比
率
の
枠
組
み

に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
た
な
価
値
の
創
造

を
意
味
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視

点
か
ら
重
点
的
に
取
組
を
進
め
、
力
強

く
持
続
的
な
「
経
済
と
雇
用
の
滋
賀
」

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
問
題

問　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
か
ら
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
必
要
性
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
確
か
な
学
力
（
知
）、

豊
か
な
心
（
徳
）、
健
や
か
な
体
（
体
）

の
調
和
を
と
り
、
滋
賀
の
子
ど
も
た
ち

の
学
ぶ
力
を
高
め
、
夢
に
向
か
っ
て
生

き
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
学
ぶ
力
向
上
滋
賀
プ
ラ
ン
」
が
策
定

さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
２
年
ス
パ
ン
で
４
年

間
の
中
長
期
計
画
と
し
て
県
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答　

第
Ⅰ
期
は
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
の
定
着
、
学
習
状

況
や
生
活
習
慣
の
改
善
等
に
重
点
を
お

い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
学

ぶ
姿
勢
や
学
び
方
な
ど
、
就
学
前
か
ら

学
び
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
ま
ず
き
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
繰
り
返
し
学
ば
せ
、
各
学
年
で

身
に
付
け
て
お
く
べ
き
力
の
定
着
を
図

る
こ
と
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

第
Ⅱ
期
は
、
第
Ⅰ
期
で
の
取
組
状
況

を
評
価
し
た
上
で
更
に
改
善
を
加
え

る
と
と
も
に
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て

問
題
解
決
や
探
究
的
な
学
び
を
進
め
、

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
活

用
力
を
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

防
災

問　

川
内
発
電
所
や
高
浜
発
電
所
が

新
規
制
基
準
に
合
格
し
、
他
に
も

電
力
会
社
10
社
が
16
の
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
安
全
審
査
を
申
請
し
て
い
ま

す
。
再
稼
働
へ
の
道
筋
が
で
き
つ
つ
あ

る
状
況
で
す
が
、
再
稼
働
に
は
国
民
の

不
安
が
根
強
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
の
原
子
力
防
災
対
策
の
取
組

状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
固

定
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
や
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
や
、
放

射
線
測
定
結
果
の
集
約
・
共
有
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
進
め
、
継
続
的
に
原
子
力

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
情

報
に
基
づ
き
合
理
的
な
選
択
と
行
動
を

と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
教
材
を

作
成
し
、
放
射
線
の
測
定
体
験
を
含
む

講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
知
識
の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
防
災
業
務
従
事
者
や
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
の
拡
大

に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

安
全
協
定
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
課

題
が
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
粘
り
強

く
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

原子力防災訓練（長浜会場）
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